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盛大に理事長就任
パーティー開催！

子ども・若者総合相談窓口　相談員　冨田　祐子

全国若者・ひきこもり協同実践
交流会に参加しました

ご寄付いただきました

　第 4代公益財団法人京都市ユースサービス協会理事
長に就任した安保千秋さんの就任披露パーティーが昨
年 12 月 17 日、京都ロイヤルホテルで行われました。
当日は門川大作京都市長や藤田裕之副市長、荒巻禎一前
京都府知事をはじめ、日ごろ協会を支えてくださってい
る関係者のみなさま方約 150 人が出席されました。
　安保千秋理事長は、法律実務家として子どもや若者の
人権擁護や成長発達への支援活動などに取り組むよう
になったいきさつ、社会環境への問題意識、その中で出
合った「ユースサービス」への期待や重要性を話されま
した。

　第 10 回全国若者・ひきこもり協同実践交流会が今
年２月 21 ～ 22 日に那覇市の沖縄県男女共同参画セン
ター・てぃるるで開催されました。シンポジウムやテー
マ別実践交流会、支援者養成講座、特別交流会があり、
県内外から約 500 人が参加しました。
　シンポジウムやテーマ別実践交流会では現場における個
別支援や地域連携について発表され、若者にとって成功体

験やグループ体験をできる場が必要だとの指摘が
ありました。一方、孤立した家族が支援の入り口
に繋がりにくく、物事が起こる前に予防することと、
支援の必要性が感じられる若者をキャッチするこ

【平成 26 年 11 月～
 27 年 2 月まで】

税理士法人　京都合同会計　様
柴野　昌山　様
村松　陽子　様
吉田　雅子　様
竹内　大貴　様
南　　富夫　様
匿名希望 1名様
ありがとうございました。

　また、理事長就任依頼時に “話しやすいから ”と言わ
れ「納得した」裏話も明かされました。対人援助の取り
組みをしていくからこそ、役員同士、職員同士、また関
係のみなさまと互いに話しやすい関係づくりがまず重
要と説きました。
　安保理事長の挨拶に続いて、当協会設立以来、役員を
歴任され、今回理事長から顧問に就かれた遠藤保子立
命館大学教授と柴野昌山前顧問からの挨拶、そして協
会事業や運営につながりの深い方々からコメントやパ
フォーマンスの披露がありました。

とが重要だとの発表が印象的でした。他にも地域に居場所や
交流の場が少ないこと、地域社会と一体化の難しさ等が語
られました。若者支援政策の現状と課題については、若者支
援政策理念と現場の実践のズレや支援者の安定的な雇用な
ど、支援現場の厳しい現状が報告されました。
　発表された機関、団体は地域の特性を理解し、他機関
や地域と上手に連携しながら取り組まれていました。青
少年活動センター、京都若者サポートステーション、子
ども・若者支援室を運営する京都市ユースサービス協会
としてどのような取組が必要で何が課題なのか、改めて
考える機会となりました。

事業指定寄付のお願い
　ヤフーのリンクス・フォー・グッドという3行キャッチコピー
をご存知ですか。クリックすると京都市ユースサービス協会の
トップニュース面に飛んで、事業指定寄付コーナーを案内します。公益財団法人に
なり、ユースサービス協会に寄付しやすく控除も受けられる仕組みになりました。
　協会では、さまざまな事業を展開していますが、資金に余裕がありません。
4年目を迎える中間就労「農業体験・夏野菜に挑戦しよう」は今年も5月から
9月まで無業状態の若者を対象に実施します。参加者にせめて交通費を補助し
たく、皆様に寄付金をお願いすることにしました。
　本格就労へのきっかけとして、若者たちの自立を支援する事業指定寄付に
熱い志をたまわりますよう重ねてお願いいたします。一口 1,000 円以上。寄
付の仕方、寄付控除等の項目は、協会ホームページをどうぞ。


